
物  質  名 アントラセン ＤＢ－6 
別  名 パラナフタレン 
CAS 番号 120-12-7 
PRTR 番号 ― 
化審法番号 4-683 

構 造 式 

 
分子式 C14H10 分子量 178.23 
沸点 342℃ 1) 融点 218℃ 1) 
蒸気圧 2.67×10-6 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 7.29 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 4.45（実測値）3) 水溶性 1.29 mg/L（25℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 4,900 mg/kg 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・マウスに 0、250、500、1,000 mg/kg/day を 90 日間経口投与した結果、250 mg/kg/day 以上の群

で、投与に関連した影響はみられなかった。この結果から、NOEL は 1,000 mg/kg/day であっ

た 6) 。 
・ラットに 17～50 mg/kg/day を 78 週間（6 日/週）、総量で 4.5 g/匹を混餌投与し、死亡するま

で観察した結果、投与に関連した生存期間、臨床所見、組織への影響はみられず、一部のラ

ットは 140 週間以上も生存した 7) 。ただし、体重データが報告されておらず、血液検査も実

施されていない。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

情報は得られなかった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・短期間の暴露によって、わずかに気道、皮膚を刺激し、急性症状として、咳、咽頭痛や皮膚

の発赤、眼の発赤や痛み、経口摂取による腹痛が現れる。また、紫外線の影響下で長期間ま

たは反復して皮膚に暴露を受けると、皮膚炎を起こす可能性がある 8) 。 
・ボランティア 3 人の前腕の皮膚に本物質（用量不明）を塗布し、紫外線（340～380 nm）を照

射した結果、蕁麻疹が現れ、灼熱感と発赤を伴って数日間続いた 9) 。 
・ボランティアの白人男性 12 人（20～26 歳）の皮膚に 0.25％の本物質溶液を 10 µL/cm2 塗布し、

2 時間後に紫外線を照射した結果、即時型及び遅延型の発赤並びに膨疹がみられた。紫外線

照射のみの対照群では発赤はみられなかった 10) 。 
・本物質を含む下剤（含有量不明）を長期間使用した患者では、非使用の患者よりも結腸及び

直腸のメラニン色素沈着の発生率に増加がみられた 11) 、との報告がある。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 12) 

実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒト対

する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 



 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中･長期毒性試験から得られた NOAEL 1,000 mg/kg/day（無影

響）を採用し、短期間の試験であることから 10 で除した 100 mg/kg/day を暫定無毒性量等に設

定する。 
 吸入暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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